







































アメントという命名につながったのである（Lauwers 2005; Lauwers 2010; Schneider 2010: 137; 






Prat and others 2013: 276; Zadora-Rio 2005; Cohen and Madeline 2014: 1–13）。
2.専門研究
インエクレシアメント論に対して，いち早く反応した教会史学者の 1 人が D. Iogna-Prat であっ
た。彼はこの理論を，封建社会における教会の正当な評価に寄与するものと考えているようであ
る。とりわけインエクレシアメントを，グレゴリウス改革が社会にもたらした刻印はどの程度で
あったかという問題と，関連づけた。そして彼と É. Zadora-Rio は，インカステラメント・細胞生
成・インエクレシアメントと教区生成との関連性を主張した。また F. Mazel は，Iogna-Prat 2006
の議論を踏まえつつ，カロリング期から13世紀に至る教区生成のプロセスが，インエクレシアメ
ント論で説明できることを指摘した。地域研究としては M. Gendry が，ブルターニュ地方（フ
ランス）特有の minihi と呼ばれる修道院領域が神聖化されていく過程に，インエクレシアメン
トを見た。また A. Neyrinck はパリに所在する墓地を核にして，インエクレシアメントが進行し
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たことを明らかにした。そして L. Dorthe は，インカステラメントの後にインエクレシアメント
が生じている例をヴァレー地方（スイス）に見出した。他方で E. Mallorquí は，ジローナ司教区
（スペイン・カタルーニャ地方）におけるインエクレシアメントの発生を認め，その進行に対す
る抵抗感が存在したことも指摘した（Iogna-Prat 2006: 363–66; Iogna-Prat 2014; Iogna-Prat 2017; 
Iogna-Prat and Zadora-Rio 2005; Mazel 2017; Gendry 2010; Neyrinck 2014; Dorthe 2007: 95–97; 
Mallorquí 2011: 74）。社会史の立場からは，A. Boureau が国家なき中世世界における社会構造の
新たな解釈の試みとして，インカステラメント論，細胞生成論とならんで，インエクレシアメン
ト論を位置づけた。また A. Le Coq は，カロリング帝国崩壊後の空間編成を理解するうえで，イ
ンカステラメントとならんでインエクレシアメントの理論が有効であると述べ，後にインエクレ
シアメント論に優位を認めた。他方で J. Morsel は，人口凝集化の理論としてのインエクレシア
メントを認めつつ，個人の定住地移動は活発だったとして，理論に留保をつけた（Boureau 2006: 
186–88; Le Coq 2012; Le Coq 2015; Morsel 2009）。そして政治史の観点から F. Madeline は，アン
ジュー帝国における世俗権力とインエクレシアメントの緊張関係を叙述した。また C. Garcia は，
サンチョ大王時代のティエラ・デ・カンポス地方（スペイン）において，荒廃した地域の再建のた
めに，意識的にインエクレシアメントがおこなわれた形跡を見いだした（Madeline 2014: 103–21; 
Baron and others 2017: 77–89, 242）。思想史の分野では E. Bain が，ベーダの聖書注釈からインエ
クレシアメントの観念を読み取った（2008）。そして農村史においては，L. Provero がインエクレ
シアメント論を念頭において，ピエモンテ地方（イタリア）の教区と共同体の関係を解き明かそ
うとした。また R. Farinelli はトスカーナ地方（イタリア）において，インエクレシアメントが初
期中世に発生していることを認めた。そして N. Perreaux は，ヴィラの消滅・分裂が，インエク
レシアメントや細胞生成に対応していることを示唆した（Provero 2007: 35; Farinelli and others 
2008; Perreaux 2016）。史料論としては P. Chastang が，12世紀ラングドック地方（フランス）の
文書集における地名表記法の変化に注目した。彼はこの変化を，インエクレシアメントとインカ
ステラメントがともに作用した結果だと考えた（2007）。
中世考古学では，J. Bachelier がブルターニュ地方（フランス）で，C. Trouche-Marty がアルビ






肯定した Farinelli は，考古学的には証拠は十分でないと判断している（Bachelier 2014; Trouche-
Marty 2015; Papin and others 2015; López Pérez, Álvaro Rueda, and Travé Allepuz 2016; Zadora-
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Rio 2008: 67–72, 111, 265–67; Farinelli 2015）。他方で城郭考古学では M. Bourin が，ラングドック
地方においてインエクレシアメントとインカステラメントの同時並行を認め， H. Mouillebouche
はブルゴーニュ地方（フランス）で，両者が交差する事例の存在を指摘した。また C. Citter はイ
ンカステラメントが検出されない城塞の事例をトスカーナ地方について指摘し，インエクレシア
メントの可能性を容認する（Bourin 2010; Mouillebouche 2009; Citter 2009: 211）。
学際的研究としては Y. Codou と Lauwers が考古学と歴史学の視点から，プロヴァンス地方（フ
ランス）において，インカステラメントとインエクレシアメントの双方を検出した（2008）。空間
論の立場からは，高等教育関係中世史家学会（SHMES）主催の研究集会で，インエクレシアメ
ント論が注目された。なかでも Bourin と Zadora-Rio は，聖別の儀式が聖なる空間の領域を明示
したことを重視し，神聖化と空間化は同時並行的過程であると述べた。また J.-C. Schmitt は，図
像における空間表現の発展が，インエクレシアメントに関係するという仮説を提示した。そして
この集会の総括として J.-P. Devroey と Lauwers は，聖職者の理念にもとづいた表象空間である
教区が実体化していくことを，インエクレシアメントで説明した。一方で中世南フランス宗教史
研究集会では，聖なる空間の創出そのものがテーマに掲げられ，Lauwers と Iogna-Prat を含む20
名弱の研究者がこの問題に取り組んだ。すべての参加者がインエクレシアメントの語を使用した
わけではないが，南フランスにおけるこの運動のメカニズム解明を，一歩進めた共同研究であっ
たと言えるだろう。個別の研究としては P. Nagy が，キリスト教社会は単一であるという脱領域
性の理念に，聖なる場の現実における領域化であるインエクレシアメントを対置させた（Le Jan 








史』は，農村教区の起源をインエクレシアメントで説明している（Iogna-Prat 2008; Cortázar 2012: 


















間創出を示す新概念として評価している（Savy 2008; Portat 2006）。また Lauwers 以降の専門研
究・概説書・教科書に対する書評・彙報でも，インエクレシアメント論がとりわけ注目されてい
る（Anheim 2008; Beck 2012; Boisselier 2016; Brix 2014; Combalbert 2010; Deswarte 2010; Iogna-
Prat 2011; Iogna-Prat and others 2011; Lécrivain 2017: 315–16; Mériaux 2008; Pérez-Embid 2013; 






教会史の分野では，E. G. Niblaeus が西・中央ヨーロッパにおけるインエクレシアメント進行を
前提とし，それが北ヨーロッパでも生じていることを主張した。また L. D. Rust の示唆によれば，
11から13世紀において教皇権は，インエクレシアメントと相克の関係にあった。すなわち統一的
権威の確立を求める教皇は，地域的な教会権威の確立をインエクレシアメントが促進することを




される危険があるというのである（2012: 35）。農村史としては A. E. Marques が，インエクレシ
アメント論を消化したうえでブラガ司教区（ポルトガル）における空間編成と集住を検証し，M. 
Bizri がヴレ司教区（フランス・オーヴェルニュ地方）におけるインエクレシアメントの優越を
認めた（Marques 2012; Bizri 2017: 53–54）。都市史としては J. Foltran が，オード地方（フラン
ス）の複数の修道院ブールの成立と発展を検討する際に，インエクレシアメント論を参照してい
る（2016: 67–69, 378–81）。
考古学研究の分野では A. Nicolier が，ブルゴーニュ地方南部でインエクレシアメントが生じて
いたことを認め，ロマネスク時代の宗教的景観の形成を論じた。また A. Crosato はインエクレシ
アメント論を意識しつつ，北イタリアにおいて，聖堂周辺での墓地ゾーン形成が，キリスト教化
と並行して早期に生じていることを明らかにした（Nicolier 2015; Crosato 2008）。
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［付記］
　インエクレシアメント論について，わが国でいち早く注目されたのは，早稲田大学の堀越宏一先生である。
先生からの研究的刺激が，本稿執筆の動機となった。また本稿の発表に先行し，西洋中世学会第10回大会の
ポスターセッションにて，「インエクレシアメント理論－その概要と研究史的位置付け－」と題する報告をお
こなった（東洋大学，2018年 6 月23日）。報告は来訪者に恵まれ，多数の建設的助言を頂戴した。そして報告
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